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第 7 章 調査結果の概要並びに予測及び評価の結果 

7.1 大気質 

7.1.1 調査概要 

大気質の調査は、廃棄物運搬車両等が通過する道路沿道の No.A 及び No.B 地点において、

窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び風向・風速の調査を実施した。大気質調査概要及び調査位

置は、表 7-1-1 及び図 7-1-1 に示すとおりである。 

 

表 7-1-1 大気質調査概要 

調査項目 測定方法 調査地点 調査期間 

一酸化窒素※

(ppm)   

二酸化窒素

(ppm)   

環境基準（昭和 53 年環境庁告示第

38 号）に規定する方法 

【オゾンを用いる化学発光法（JIS B 

7953）, 

ザルツマン試薬を用いる吸光光度

法（JIS B 7953）】 

沿道の 2地点

(No.A,No.B)

7 日間×4 回 

（4 季） 

浮遊粒子状物質

（mg/m3）  

環境基準（昭和 48 年環境庁告示第

25 号）に規定する方法 

【β線吸収法（JIS B 7954）】 

沿道の 2地点

(No.A,No.B)

7 日間×4 回 

（4 季） 

風向(16 方位) 

風速(m/s) 

気象業務法施行規則（昭和 27 年運

輸省令第 101 号）等に規定する方法

沿道の 2地点

(No.A,No.B)

No.A：年間調査 

平成 17 年 11 月１日 

～平成 18 年 10 月 31 日

No.B：7 日間×4 回 

（4 季） 

注）調査日：平成 17 年 11 月 8 日～14 日（秋季），平成 18 年 2 月 17 日～23 日（冬季）， 

平成 18 年 5 月 10 日～16 日（春季），平成 18 年 8 月 25 日～31 日（夏季） 

※一酸化窒素は、大気質の予測の項で、窒素酸化物の年平均値が必要となるので、調査項目に追加

した。（窒素酸化物＝一酸化窒素＋二酸化窒素） 
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（3）気象 

大気質調査期間の風向・風速の調査結果は、図 7-1-4 に示すとおりである。No.A 地点は、

年間を通して NE（北東）方向の風が卓越し、No.B 地点は、冬に北よりの風、夏に南よりの

風が卓越していた。 
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図 7-1-4 大気質調査期間の風向・風速の調査結果 

注）風速は 0.4 未満を Calm（静穏）とした。 
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No.A 地点の年間の風向・風速の調査結果は、図 7-1-5 に示すとおりであり、北東方向の

風が卓越していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-1-5 No.A 地点の年間の風向・風速の調査結果（地上 10ｍ）
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注）風速は 0.4 未満を Calm（静穏）とした。 
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7.1.3 予測及び評価 

大気質の予測手法の概要は、表 7-1-4 に示すとおりである。 

 

表 7-1-4 大気質の予測手法の概要 

内容 予測事項 予測地域 予測時期 予測方法 

工事の実施 建設機械 

の稼動 

粉じん 事業計画地周

辺地域 

工事による影響が

最大となる時期 

環境保全措置を

踏まえて、定性的

予測 

廃棄物の 

埋立て 

粉じん 事業計画地周

辺地域 

類似例等による

定性的予測 

存在･供用 

廃棄物の 

搬入 

二酸化窒素 

浮遊粒子状物質

廃棄物運搬車

両等の走行ル

ート沿道 

埋立期間中 

ﾌﾟﾙｰﾑ･ﾊﾟﾌﾓﾃﾞﾙに

よる予測 

 

（1）工事の実施 

① 予測対象 

建設機械の稼動に伴い発生･飛散する粉じんによる影響については、隣接する安定型

産業廃棄物最終処分場（事業者；有限会社 志路開発）（以下、｢隣接する処分場｣とい

う。）の影響も含めて予測した。 

 

② 予測方法 

現在、当該処分場及び隣接する処分場は稼動中であり、いずれも埋立ての進捗状況に合

わせて造成工事を行っており、増設時も現状と同程度であることから、環境保全措置

を踏まえて、定性的に予測した。 

 

③ 予測結果 

建設機械の稼動に伴い発生･飛散する粉じんによる影響については、以下に示す環境保

全措置を現在と同様に実施することから、周辺環境に及ぼす影響は十分低減されると

予測される。 

 

【環境保全措置】 

・事業者は、資材及び機械の運搬に用いる車両のタイヤの洗浄及び道路清掃を行う。 

・事業者は、強風時に民家方向へ風が吹く時は粉じん等の発生する作業を抑える。 

・事業者は、資材及び機械の運搬に用いる車両の走行時及び重機作業において、急

発進，空ぶかしを避け適正運転を実施する。 

・事業者は、表土の転圧，締め固めを行う。 

・事業者は、必要に応じて埋立中の裸地への散水を行う。 
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④ 環境保全措置の検討 

建設機械の稼動に伴い発生･飛散する粉じんについては、可能な限りの環境保全措置につ

いて検討し、回避することは困難であるため、粉じんの発生する量を抑制することとした。

検討した結果、事業者は、環境保全措置を現在と同様に実施し、粉じんの発生･飛散に伴う

環境への影響を低減することとした。環境保全措置の効果は、事業者が社員に十分教育

をすることで、粉じん発生の抑制が期待されると考えられる。 

また、環境保全措置の実施に伴い生じるおそれのある新たな環境影響は、運搬車両の

タイヤ洗浄等に伴う水の濁りが考えられるが、事業者は、タイヤ洗浄施設からの排水

のＳＳを除去し、水質への影響を低減することとした。 

 

⑤ 評価 

建設機械の稼動に伴い発生･飛散する粉じんについては、事業者は環境保全措置を現

在と同様に実施することから、環境への影響は可能な限り低減されると考えられる。 

 

 

（2）存在・供用 

① 廃棄物の埋立てに伴う粉じん 

ア 予測対象 

廃棄物の埋立てに伴い発生･飛散する粉じんによる影響を予測した。 

 

イ 予測方法 

現在、当該処分場及び隣接する処分場は稼動中であり、廃棄物の埋立量は増設時も現状

と同程度であることから、類似例及び現況調査結果等を基に定性的に予測した。 

 

ウ 予測結果 

予測は「ダイオキシン類排出抑制のための最終処分場管理手法マニュアル」（平成

12 年 11 月 16 日，財団法人 廃棄物研究財団）の類似事例を引用した。 

これによると、処分場からの粉じんの飛散状況等は図 7-1-6 及び表 7-1-5(1),(2)に

示すとおりであり、3.2m/s（風向；南南東）の最大風速が観測された 24 日の昼間に、

埋立地内のＢ地点で粉じんが約 0.19 mg/m3，風下の約 35ｍ離れたＣ地点では粉じん約

0.10 mg/m3と埋立地内のＢ地点の 1/2 程度となっている。 

直近民家が埋立てする場所から約 500ｍ離れていることを考慮すると、埋立作業に

伴う粉じんによる生活環境への影響は小さいと予測される。 

一方、表 7-1-6 に示す気象庁風力階級表によれば、風速 5.5m/s 以上で砂ぼこりが立

つとしている。現況調査結果｢年間｣の観測データは、表 7-1-7 に示すとおり、砂ぼこ

りが立つとされる 5.5m/s 以上の出現頻度は 2.6％と少ないものとなっている。また、

浮遊粒子状物質の現況調査結果（No.A 地点）も年４回とも環境基準値を下回っていた。 
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表 7-1-5(1) 24 日の風向・風速データ（地面から約 3.5ｍ） 

項目 24 日昼 

時
間

 

9
:
0
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9
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3
0
 

1
0
:
0
0
 

1
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3
0
 

1
1
:
0
0
 

1
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3
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1
2
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0
0
 

1
2
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3
0
 

1
3
:
0
0
 

1
3
:
3
0
 

1
4
:
0
0
 

1
4
:
3
0
 

1
5
:
0
0
 

1
5
:
3
0
 

1
6
:
0
0
 

1
6
:
3
0
 

風 

速 
0.8 0.4 - 0.4 - 0.4 - - 2.4 3.2 3.2 3.2 2.4 1.6 0.8 2.0

風 

向 
SE E NW NW NW NW NW ENE SE SSE SSE SSE SSE SE NW SE 

項目 24 日夜 

時
間

 

1
7
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0
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1
7
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3
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1
8
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1
8
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3
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1
9
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0
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1
9
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3
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0
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3
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2
1
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0
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2
1
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3
0
 

2
2
:
0
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3
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0
:
3
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風 

速 
2.0 1.2 1.2 0.8 0.8 0.4 0.4 0.4 0.4 - - 0.4 0.4 - - - 

風 

向 
ESE ESE NW NW NW NW NW ENE SE SSE SSE SSE SSE SE NW SE 

項目 24 日夜 

時
間

 

1
:
0
0
 

1
:
3
0
 

2
:
0
0
 

2
:
3
0
 

3
:
0
0
 

3
:
3
0
 

4
:
0
0
 

4
:
3
0
 

5
:
0
0
 

5
:
3
0
 

6
:
0
0
 

風 

速 
- - 0.4 0.4 0.4 - - - - - - 

風 
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SE E NW NW NW NW NW ENE SE SSE SSE

 

表 7-1-5(2) 25 日の風向・風速データ（地面から約 3.5ｍ） 

項目 25 日昼 

時
間

 

9
:
0
0
 

9
:
3
0
 

1
0
:
0
0
 

1
0
:
3
0
 

1
1
:
0
0
 

1
1
:
3
0
 

1
2
:
0
0
 

1
2
:
3
0
 

1
3
:
0
0
 

1
3
:
3
0
 

1
4
:
0
0
 

1
4
:
3
0
 

1
5
:
0
0
 

1
5
:
3
0
 

1
6
:
0
0
 

1
6
:
3
0
 

風 

速 
0.4 0.8 0.4 0.4 0.8 1.2 0.4 0.8 0.8 0.8 0.8 0.4 0.4 0.4 0.4 - 

風 

向 
SE SE SSW SW S W NW NNW NNW NNW NNW NNW NW NNW NNW NNW

項目 25 日夜 

時
間

 

1
7
:
0
0
 

1
7
:
3
0
 

1
8
:
0
0
 

1
8
:
3
0
 

1
9
:
0
0
 

1
9
:
3
0
 

2
0
:
0
0
 

2
0
:
3
0
 

2
1
:
0
0
 

2
1
:
3
0
 

2
2
:
0
0
 

2
2
:
3
0
 

2
3
:
0
0
 

2
3
:
3
0
 

0
:
0
0
 

0
:
3
0
 

風 

速 
- - - - - - 0.4 0.4 - 0.8 0.8 0.8 0.4 1.6 0.8 1.6

風 

向 
NW NW NNW SE E ESE E SE E SE ESE E W SSE SSE SSE

項目 25 日夜 

時
間

 

1
:
0
0
 

1
:
3
0
 

2
:
0
0
 

2
:
3
0
 

3
:
0
0
 

3
:
3
0
 

4
:
0
0
 

4
:
3
0
 

5
:
0
0
 

5
:
3
0
 

6
:
0
0
 

6
:
3
0
 

7
:
0
0
 

7
:
3
0
 

風 

速 
1.6 1.2 0.8 0.4 - - 0.4 - - - - - - 0.4 

風 

向 
SSE SSE SE SE SE S SSE SE ESE E NW NNW NW NNW 
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表 7-1-6 気象庁風力階級表 

風力 

階級 

開けた平らな地面から 10ｍの

高さにおける相当風速 
地表物の状態（陸上） 

0 0.3m/s 未満 静穏。煙はまっすぐに昇る。 

1 0.3m/s 以上 1.6m/s 未満 風向は、煙がなびくので分かるが、風見には感じない。

2 1.6m/s 以上 3.4m/s 未満 顔に風を感じる。木の葉が動く。風見も動きだす。 

3 3.4m/s 以上 5.5m/s 未満 木の葉や細かい小枝がたえず動く。軽い旗が開く。 

4 5.5m/s 以上 8.0m/s 未満 砂ほこりが立ち、紙片が舞い上がる。小枝が動く。 

5 8.0m/s 以上 10.8m/s 未満 
葉のあるかん木がゆれ始める。池や沼の水面に波がし

らが立つ。 

6 10.8m/s 以上 13.9m/s 未満 大枝が動く。電線がなる。かさは、さしにくい。 

7 13.9m/s 以上 17.2m/s 未満 樹木全体がゆれる。風に向かっては歩きにくい。 

8 17.2m/s 以上 20.8m/s 未満 小枝が折れる。風に向かっては歩けない。 

9 20.8m/s 以上 24.5m/s 未満 
人家にわずかの損害がおこる(煙突が倒れ、かわらが

はがれる)。 

10 24.5m/s 以上 28.5m/s 未満 
陸地の内部で起こることはまれである。樹木が根こそ

ぎになる。人家に大損害がおこる。 

11 28.5m/s 以上 32.7m/s 未満 めったに起こらない。広い範囲の破壊を伴う。 

12 32.7m/s 以上  

資料：「気象観測の手引き (財)気象業務支援センター」 

 

表 7-1-7  風速別出現頻度 

 
0.3m/s 

未満 

0.3～

1.6m/s 

未満 

1.6～

3.4m/s 

未満 

3.4～

5.5m/s 

未満 

5.5 以上 
平均 

風速 

出現 

頻度 
11.2％ 39.5％ 33.8％ 12.8％ 2.6％ 1.9 m/s 

（No.A 地点,平成 17 年 11 月 1 日～平成 18 年 10 月 31 日） 
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エ 環境保全措置の検討 

廃棄物の埋立てに伴い発生･飛散する粉じんについては、類似例によると生活環境へ

の影響は小さく、浮遊粒子状物質の現況調査結果が環境基準値を下回っていることから

環境への影響は小さいと予測されるが、環境への影響を可能な限り低減させるため、環境

保全措置について検討した結果、事業者が以下の環境保全措置を現在と同様に実施するこ

ととした。環境保全措置の効果は、事業者及び廃棄物搬入業者が社員に十分教育をす

ることで、粉じんの発生・飛散量の低減が期待されると考えられる。 

また、環境保全措置の実施に伴い生じるおそれのある新たな環境影響は、散水に伴

う水の濁り及び運搬車両のタイヤ洗浄等に伴う水の濁りが考えられるが、事業者は、

散水の量が必要以上に多くならないように十分注意し、また、タイヤ洗浄施設からの

排水はＳＳを除去し、水質への影響を低減することとした。 

 

【環境保全措置】 

 

・事業者及び廃棄物搬入業者は、廃棄物運搬車両のタイヤの洗浄及び道路清掃を行

う。 

・事業者は、強風時に民家方向へ風が吹く時は粉じん等の発生する作業を抑える。 

・事業者は、埋立作業の重機作業において、廃棄物搬入業者は、廃棄物運搬車両の

走行時において、急発進，空ぶかしを避け適正運転を実施する。 

・事業者は、表土の転圧，締め固めを行う。 

・事業者は、埋立作業中に適宜散水を行う。 

 

オ 評価 

廃棄物の埋立てに伴い発生･飛散する粉じんについては、類似例によると生活環境へ

の影響は小さく、浮遊粒子状物質の現況調査結果が環境基準値を下回っていることか

ら、環境への影響は小さいと判断される。 

また、事業者は環境保全措置を現在と同様に実施することから、環境への影響は可

能な限り低減されると考えられる。 
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② 廃棄物の搬入に伴う二酸化窒素・浮遊粒子状物質 

ア 予測対象 

廃棄物運搬車両等の走行に伴う大気質への影響は、当該処分場及び隣接する処分場

の廃棄物運搬車両について行った。 

なお、予測にあたっては、廃棄物運搬車両の走行台数に変化がないことから、ゆず

りは農道の一般交通車両の自然増加分を基に、二酸化窒素・浮遊粒子状物質を対象と

して年間の平均的な濃度を予測した。 

 

イ 予測方法 

予測手順は図 7-1-7 に示すとおり、「道路環境影響評価の技術手法，平成 12 年;(財)

道路環境研究所」（以下、技術手法という。）に示されている標準予測手法に準じて、

有風時及び弱風時の各々について二酸化窒素（NO2）及び浮遊粒子状物質（SPM）につ

いての予測を行った。なお、拡散式については、有風時にはプルーム式を、弱風時に

はパフ式を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-1-7  大気質濃度の予測手順 

気象データの設定 

・風向･風速の時間データ 

排出源高さの風速の推定 

気象入力データの設定 

・有風時弱風時の年間の 

時間別出現割合 

・年平均時間別風向出現割合 

・年平均時間別風向別平均風速 

道路条件の設定 

・車道部幅員 

・道路構造，路面位置

・予測点位置 

排出源位置の設定

拡散幅等の設定

拡散式による基準濃度計算 

・有風時  ﾌﾟﾙｰﾑﾓﾃﾞﾙ式 

・無風時  ﾊﾟﾌﾓﾃﾞﾙ  式 

交通条件の設定 

・時間別交通量 

・平均走行速度 

・車種構成比 

時間別平均 

排 出 量 の 計

算 

車種別走行速度別の

排 出 係 数 

縦断勾配による 

補正（NOX，SPM）

年平均時間別濃度の算出

年平均濃度の算出

浮遊粒子状物質 窒素酸化物→二酸化窒素 NOX変換式

対象道路の年平均濃度

予測地点の年平均濃度

将来のバックグラウンド濃度
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ウ 予測式 

【有風時（風速１ｍ/ｓを超える場合）･･････プルームモデル式】 

 

Ｃ（x,y,z）＝ ）
2σ

ｙ
exp（－

σ・σπ・ｕ・2

Ｑ
2

2

ｙｚｙ

     

×〔 exp ）〕
2σ

（ｚ－Ｈ）
exp（－  ）＋

2σ

（ｚ＋Ｈ）
（－

2

2

2

2

ｚｚ

 

ここで、 

Ｃ（x,y,z）：（x,y,z）地点における窒素酸化物濃度（ppm） 

（又は浮遊粒子状物質濃度（mg/m3）） 

Ｑ：点煙源の窒素酸化物の排出量（ml/s） 

（又は浮遊粒子状物質の排出量（mg/s）） 

ｕ：平均風速（m/s） 

Ｈ：排出源の高さ（ｍ） 

σｙ，σｚ：水平（ｙ），鉛直（ｚ）方向の拡散幅（ｍ） 

ｘ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

ｙ：ｘ軸に直角な水平距離（ｍ） 

ｚ：ｘ軸に直角な鉛直距離（ｍ） 

 

有風時に用いる拡散幅 

・鉛直方向の拡散幅（σｚ） 

σｚ＝σｚo＋0.31・Ｌ0.83 

ただし、 

σｚo：鉛直方向の初期拡散幅（ｍ） 

遮音壁のない場合････σｚo＝1.5 

遮音壁（3ｍ高さ以上）のある場合････σｚo＝4.0 

Ｌ：車道部端からの距離（Ｌ＝ｘ－Ｗ／2）（ｍ） 

ｘ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

Ｗ：車道部幅員（ｍ） 

なお、ｘ＜Ｗ／2 の場合は、σｚ＝σｚoとする。 

 

・水平方向の拡散幅（σｙ） 

σｙ＝Ｗ／2＋0.46・Ｌ0.81 

なお、ｘ＜Ｗ／2 の場合は、σｙ＝Ｗ／2 とする。 
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【弱風時（風速１ｍ/ｓ以下の場合）･･････パフモデル式】 

Ｃ（x,y,z）＝
l

l

     2

） 
to 

 1－exp（－

 〔 
 γ・α・（2π） 

Ｑ  2

23/2
＋ 〕

2ｍ

）
to

ｍ
1－exp（－

2

   

ここで、 

ℓ ＝ 〕
γ

（Ｚ－Ｈ）
＋

α

＋ｙｘ
〔

2

1
2

2

2

22

          
  
     

ｍ＝ 〕
γ

Ｈ）＋（Ｚ
＋

α

＋ｙｘ
〔

2

1
2

2

2

22

          
  
    

to  ：初期拡散幅に相当する時間（ｓ） 

α，γ：拡散幅に関する係数 

 

弱風時に用いる拡散幅 

・初期拡散幅に相当する時間（to） 

to ＝
α 2

Ｗ
 

ただし、 

Ｗ：車道部幅員（ｍ） 

α：以下に示す拡散幅に関する係数（m/s） 

 

・拡散幅に関する係数（α，γ） 

α＝0.3 

γ＝0.18（昼間），0.09（夜間） 

ただし、昼間は午前 7 時から午後 7 時までを、 

夜間は午後 7 時から午前 7 時までとする。 

 

【年平均時間別濃度・年平均濃度の算出】 

     24     

Ｃa

 ＝ Ｃa

24

t＝1

t∑    
 

Ｃat＝ ttdn

16

s＝1

tstss Ｑ   ｆc  ＋Ｒc）｝ｆw／ｕw｛（Ｒw  ×







××∑  

ここで、 

Ｃa  ：年平均濃度（ppm 又は mg/m3） 

Ｃat ：時刻ｔ における年平均濃度（ppm 又は mg/m3） 

Ｒws ：プルーム式により求められた風向別基準濃度（ｍ-1） 

ｕwts：年平均時間別風向別平均風速（m/s） 

ｆwts：年平均時間別風向出現割合 

Ｒcdn：パフ式により求められた昼夜別基準濃度（s/m2） 

ｆct ：年平均時間別弱風時出現割合 

Ｑt  ：年平均時間別平均排出量（ml/m･s 又は mg/m･s） 

 

なお、ｓは風向（16 方位），ｔは時間，dn は昼夜の別，ｗは有風時，ｃは弱風時を示す。
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エ 予測条件 

（ｱ）予測地点 

予測地点は、図 7-1-8 に示すとおり 3 地点【主要地方道大林井原線（No.1）,ゆず

りは農道（No.2 及び No.3）】とした。 

 

● No.2 

● No.3 

図 7-1-8 大気質予測地点位置

● No.1 
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（ｲ）気 象 

有風時（プルーム式）における風向及び風速は、年間データ（1 時間値）によって

設定した。風向については、すべての予測地点で No.A 地点（図 7-1-1 参照）の年間

調査結果、風速については、主要地方道大林井原線（No.1 地点）が No.A 地点（図 7-1-1

参照）の年間調査結果、ゆずりは農道（No.2 地点及び No.3 地点）が No.B 地点（図

7-1-1 参照）の年 4 回のデータと No.A 地点の同期間のデータとの相関（No.B 地点の

風速＝0.3356×No.A 地点の風速＋0.4757）から No.A 地点の年間調査結果を補正した

値を用いた。 

風向及び風速は、各時間毎の年平均風向出現頻度及び年平均風速を用いた。ただし、

風速が１m/ｓ以下のものは弱風状態として取り扱った。 

また、排出源の高さ（１ｍ）で風速を推定した風配表は、表 7-1-8(1),(2)に示す

とおりである。 

 

表 7-1-8(1) 風配表【主要地方道大林井原線(No.1)】 

 

 

～

N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW

出現頻度(%) 0.0 0.3 12.6 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.2 1.5 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 13.4 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.9 7.9 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 14.5 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 7.7 0.0 0.0 0.0 0.3

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.4 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 2.6 0.0 0.0 0.0 1.3

出現頻度(%) 0.0 0.3 18.7 2.5 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 2.7 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.3 1.4 1.5 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 1.4 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 17.3 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 4.1 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.5 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 1.6 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 20.8 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 7.9 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.3 26.3 5.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 4.7 8.2 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.1 1.6 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 1.7 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.3 29.6 9.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 9.0 0.5 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.1 1.7 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 2.5 1.2 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.3 0.3 27.1 13.4 0.5 0.0 0.3 0.0 0.0 0.3 12.6 12.1 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 1.1 2.1 1.9 1.7 2.7 0.0 4.4 0.0 0.0 1.4 1.6 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.3 19.2 16.2 0.3 0.5 0.0 0.3 0.3 0.5 17.0 17.3 0.0 0.0 0.0 0.3

平均風速(m/s) 0.0 1.2 2.1 1.8 1.1 1.5 0.0 1.5 1.1 1.4 1.7 2.4 0.0 0.0 0.0 1.8

出現頻度(%) 0.0 0.8 18.7 12.4 1.1 0.6 0.6 0.3 0.3 0.6 18.5 22.9 1.4 0.0 0.3 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.2 2.2 1.7 2.0 1.5 1.3 1.2 1.2 1.4 2.0 2.3 1.3 0.0 2.4 0.0

出現頻度(%) 0.3 0.3 19.0 11.0 0.8 0.5 0.0 0.3 0.0 0.8 15.9 27.2 1.4 0.5 0.0 0.0

平均風速(m/s) 2.2 1.5 2.1 1.7 1.6 1.6 0.0 1.1 0.0 1.3 1.9 2.5 1.4 1.8 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.3 0.8 14.3 10.4 1.4 0.0 0.0 0.5 1.9 1.1 17.0 23.6 0.8 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 2.2 1.7 2.2 1.9 1.9 0.0 0.0 1.2 1.3 1.4 2.0 2.5 1.4 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 19.0 9.6 1.9 0.5 0.5 0.0 1.1 1.1 11.8 29.9 1.1 0.5 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.9 1.8 1.8 1.6 1.1 0.0 1.6 1.4 1.9 2.6 1.2 1.2 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.3 17.3 9.6 0.8 0.3 0.0 0.3 0.8 1.9 12.6 28.5 0.5 0.5 0.3 0.8

平均風速(m/s) 0.0 1.1 2.0 1.8 1.8 1.3 0.0 1.3 1.7 1.4 2.0 2.6 2.6 2.0 1.6 1.6

出現頻度(%) 0.0 0.8 16.4 4.9 1.1 0.3 0.0 0.3 0.5 0.5 10.1 27.7 0.8 0.5 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.2 2.0 1.8 1.7 1.6 0.0 1.1 1.4 1.2 2.1 2.4 1.8 1.4 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.3 0.5 11.2 5.2 0.3 0.3 0.0 0.0 0.8 0.8 5.8 25.5 0.3 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 1.3 1.7 2.0 1.8 1.1 1.3 0.0 0.0 1.3 1.3 1.7 2.4 1.6 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.3 7.7 5.5 0.5 0.3 0.0 0.0 0.0 0.5 2.5 19.7 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.1 1.9 1.8 1.5 2.5 0.0 0.0 0.0 1.7 1.8 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.3 0.0 9.9 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 4.1 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 1.9 0.0 1.7 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 1.8 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.5 10.4 2.5 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 2.0 1.6 1.5 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.3 10.1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 7.9 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 2.1 1.7 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 9.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.7 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.3 7.4 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 4.4 6.8 0.3 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.3 1.7 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.9 2.7 2.5 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 10.7 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 8.5 0.3 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.6 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 2.4 1.1 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.1 0.3 15.9 6.0 0.4 0.1 0.1 0.1 0.3 0.4 7.5 14.5 0.3 0.1 0.0 0.1

平均風速(m/s) 1.7 1.5 1.8 1.7 1.8 1.5 1.7 1.2 1.4 1.4 1.8 2.4 1.5 1.6 2.0 1.6

注1）有風時は風速1ｍ/ｓ超える場合、弱風時は風速1ｍ/ｓ以下の場合

有  風  時  の  出  現  状  況　
項  目

H17.11.1 H18.10.31測定期間：
弱風時

出現頻度
(%)

時間

１時

２時

３時

４時

５時

６時

７時

８時

９時

１０時

１１時

１２時

２０時

１３時

１４時

１５時

１６時

通年

２１時

２２時

２３時

２４時

１７時

１８時

１９時

72.6

70.7

70.7

66.5

67.1

63.3

54.8

43.3

33.2

27.7

21.8

22.0

27.7

22.8

25.5

35.9

49.0

63.0

74.8

73.7

54.0

76.7

80.5

77.5

75.6
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表 7-1-8(2) 風配表【ゆずりは農道（No.2 地点及び No.3 地点）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、排出源の高さでの風速を推定する際には、大気中の風速の鉛直分布を経験

的に表す次式を用いて補正した。 

α） 
Ｈ 

Ｈ
 （Ｕ Ｕ＝

 0
0   

ここで、 

Ｕ ：高さＨ(ｍ)の推定風速（m/s） 

Ｕ0 ：基準高さＨ0(ｍ)における風速（m/s） 

Ｈ ：排出源高さ（ｍ） 

Ｈ0 ：基準とする高さ（ｍ） 

α ：べき指数 
予測は郊外の値である１／５を用いた。 

市街地  １／３ 

郊 外  １／５ 

障害物のない平坦地  １／７ 

～

N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.6 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.1 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 0.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.3 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.6 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.4 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.3 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 2.2 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 2.7 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 7.9 1.1 0.5 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 2.2 4.7 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.2 1.2 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 7.1 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 8.5 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.3 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 7.7 1.4 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 10.7 0.0 0.0 0.3 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.3 1.2 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.3 0.0 0.0 1.1 0.0

出現頻度(%) 0.3 0.0 7.1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.9 15.7 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 1.1 0.0 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.3 0.3 7.4 1.9 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.8 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 1.1 1.1 1.2 1.3 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 5.5 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 20.1 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.3 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 7.1 2.5 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 5.5 18.4 0.3 0.3 0.0 0.3

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.3 1.2 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 1.2 1.3 1.6 1.3 0.0 1.1

出現頻度(%) 0.0 0.0 5.2 0.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 15.3 0.3 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.4 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.3 1.1 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 3.8 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 12.1 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 3.0 1.4 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 6.8 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.2 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 3.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.1 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.3 1.4 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 1.2 1.3 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.9 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.3 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.4 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.1 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 4.4 0.3 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 1.4 1.1 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 1.1 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 0.0 0.0 1.2 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

出現頻度(%) 0.0 0.0 3.6 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 7.8 0.0 0.0 0.0 0.0

平均風速(m/s) 1.1 1.2 1.2 1.2 1.2 1.1 1.8 0.0 1.1 0.0 1.2 1.4 1.3 1.3 1.1 1.1

注1）有風時は風速1ｍ/ｓ超える場合、弱風時は風速1ｍ/ｓ以下の場合

85.5

92.6

93.4

92.6

92.9

80.8

87.7

89.9

92.6

69.8

68.4

65.2

75.6

83.3

78.6

73.0

70.3

94.8

94.5

91.5

90.1

94.2

92.6

94.0

93.7

通年

21時

22時

23時

24時

17時

18時

19時

20時

13時

14時

15時

16時

9時

10時

11時

12時

5時

6時

7時

8時

1時

2時

3時

4時

時間
有  風  時  の  出  現  状  況　

項  目

H17.11.1 H18.10.31測定期間：

弱風時
出現頻度(%)
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（ｳ）道路条件及び拡散幅等の設定 

予測地点の道路条件は、図 7-1-9 に示すとおりである。なお、道路勾配は主要地方

道大林井原線（No.1 地点）及びゆずりは農道（No.2 地点）が 4％、ゆずりは農道（No.3

地点）がなしとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-1-9  予測断面の道路構造図 
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（ｴ）排出源の位置 

排出源の位置は、平面道路なので路面＋1.0ｍとした。 

 

（ｵ）排出係数の縦断勾配による補正係数 

排出係数の縦断勾配による補正係数は、表 7-1-9，表 7-1-10 に示すとおりである。 

 

表 7-1-9 窒素酸化物の排出係数の縦断勾配による補正係数 

車種 速度区分 縦断勾配 補正係数 

小型車 60km/h 未満 
0<i≦4 

-4≦i<0 

1+0.25i 

1+0.13i 

大型車 60km/h 未満 
0<i≦4 

-4≦i<0 

1+0.29i 

1+0.17i 

 

表 7-1-10 浮遊粒子状物質の排出係数の縦断勾配による補正係数 

車種 速度区分 縦断勾配 補正係数 

小型車 60km/h 未満 
0<i≦4 

-4≦i<0 

1+0.21i 

1+0.12i 

大型車 60km/h 未満 
0<i≦4 

-4≦i<0 

1+0.21i 

1+0.11i 

 

 

（ｶ）交通条件の設定 

予測に用いる交通量は、表 7-1-11(1),(2)に示すとおり当該処分場及び隣接する処

分場が稼動中であることから、廃棄物運搬車両は現況と変化ないものとし、現況交

通量に、一般交通車両の自然増加分（平成 39 年：埋立て最終年）を考慮して設定し

た。 

一般交通車両の自然増加分は、交通センサス【国道 54 号の八千代町佐々井】の平

成 2 年（9,743 台/日：小型車）と平成 17 年（11,350 台/日：小型車）の伸び率（1.16,

小型車のみ）から、現況調査結果 18 年のデータ【87 台/日（主要地方道大林井原線），

1,727 台/日（ゆずりは農道）：小型車の一般車両】を用いて、平成 39 年（平成１8

年データ×1.224）を算出した。（大型車は、平成 6 年以降減少傾向にあるため、伸

び率は考慮しない。） 
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表 7-1-11(1) 予測交通量【主要地方道大林井原線（No.1）】 

現況交通量（台） 
平成18年 

予測交通量(台)※ 

平成39年（埋立て最終年） 

大林方面 ゆずりは農道方面 大林方面 ゆずりは農道方面

時間帯 

大型 小型 大型 小型 大型 小型 大型 小型 

7時～ 11 8 5 1 11 9 5 1 

8時～ 12 8 15 4 12 9 15 4 

9時～ 18 2 16 2 18 2 16 2 

10時～ 11 4 13 8 11 4 13 8 

11時～ 11 7 10 6 11 8 10 7 

12時～ 5 7 4 8 5 8 4 9 

13時～ 12 5 13 5 12 6 13 6 

14時～ 9 9 12 5 9 10 12 5 

15時～ 6 9 8 9 6 10 8 10 

16時～ 4 5 4 14 4 5 4 16 

17時～ 2 2 1 14 2 2 1 15 

18時～ 0 0 0 2 0 0 0 2 

19時～ 0 0 0 1 0 0 0 1 

20時～ 0 4 0 4 0 4 0 4 

21時～ 0 0 0 0 0 0 0 0 

22時～ 0 1 0 1 0 1 0 1 

23時～ 0 0 0 1 0 0 0 1 

24時～ 0 0 0 0 0 0 0 0 

1時～ 0 0 0 0 0 0 0 0 

2時～ 0 0 0 0 0 0 0 0 

3時～ 0 0 0 0 0 0 0 0 

4時～ 0 0 0 0 0 0 0 0 

5時～ 0 1 0 0 0 1 0 0 

6時～ 2 4 0 1 2 5 0 1 

合計 103 
76 

（42） 
101 

86 

(45) 
103 

84 

(51) 
101 

93 

（55） 

注）1.（ ）の値は、小型の一般車両のみである。 

2.予測交通量は、一般交通車両自然増加分を含む。 
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表 7-1-11(2) 予測交通量【ゆずりは農道(No.2 地点及び No.3)】 

現況交通量（台） 

平成18年 

予測交通量(台)※ 

平成39年（埋立て最終年） 

至国道54号 至処分場 至国道54号 至処分場 
時間帯 

大型 小型 大型 小型 大型 小型 大型 小型 

7時～ 11 94 12 92 11 115 12 112 

8時～ 22 68 22 53 22 83 22 65 

9時～ 28 55 30 50 28 67 30 61 

10時～ 30 48 20 46 30 58 20 56 

11時～ 28 59 28 37 28 72 28 45 

12時～ 22 54 14 50 22 65 14 61 

13時～ 25 47 19 56 25 57 19 68 

14時～ 14 53 17 44 14 64 17 53 

15時～ 23 43 17 78 23 52 17 94 

16時～ 22 55 9 67 22 66 9 82 

17時～ 6 72 9 83 6 88 9 101 

18時～ 16 61 5 69 16 75 5 84 

19時～ 7 42 2 38 7 51 2 47 

20時～ 2 31 0 36 2 38 0 44 

21時～ 4 27 0 22 4 33 0 27 

22時～ 3 4 2 14 3 5 2 17 

23時～ 2 6 1 6 2 7 1 7 

24時～ 1 5 1 4 1 6 1 5 

1時～ 2 2 1 1 2 2 1 1 

2時～ 1 1 1 3 1 1 1 4 

3時～ 0 1 0 4 0 1 0 5 

4時～ 1 4 4 2 1 5 4 2 

5時～ 1 7 0 10 1 9 0 12 

6時～ 8 33 6 32 8 40 6 39 

合計 279 
872 

（850） 
220 

897 

（877）
279 

1060 

（1038） 
220 

1092 

（1072）
注）1.（ ）の値は、小型の一般車両のみである。 

2.予測交通量は、一般交通車両自然増加分を含む。 

 

（ｷ）時間別排出量の計算 

交通条件及び車種別排出係数から次式により時間別平均排出量を算出した。 

Ｑｔ＝ＶＷ×
 3600 

1
×

 1000 

1
× ∑ ×

2

 ｉ＝1 

ｉｉｔ ）Ｅ（Ｎ  

ここで、Ｑｔ ：時間別平均排出量（ml/m･s(又は mg/m･s)） 

Ｅｉ ：車種別排出係数（g/km・台） 

Ｎｉｔ ：車種別時間別交通量（台/ｈ） 

Ｖｗ ：換算係数（ml/g(又は mg/g)） 

窒素酸化物の場合：20℃、１気圧で、523ml/g 

浮遊粒子状物質の場合：1000mg/g 

排出係数は、表 7-1-12 に示すとおりであり、「技術手法」に示されている方法に

より、車速 20km/h【主要地方道大林井原線(No.1 地点)の大型車】及び車速 40km/h

【主要地方道大林井原線(No.1 地点)の小型車，ゆずりは農道（No.2 地点及び No.3

地点の大型車と小型車）】で勾配補正をして設定した。 



7-23 

 

表 7-1-12 予測に用いる排出係数（ｇ／台・㎞） 

窒素酸化物(ＮＯＸ) 浮遊粒子状物質(ＳＰＭ) 平均走行 

速    度 小型車 大型車 小型車 大型車 

20 ㎞/h 0.118 2.08 0.007 0.107 

40 ㎞/h 0.077 1.35 0.005 0.071 

 

 

（ｸ）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

自動車から排出された窒素酸化物の年平均濃度から二酸化窒素の年平均濃度を求

める変換式は以下の式を用いた。 

［ＮＯ2］＝0.0587［ＮＯＸ］
0.416（1－［ＮＯＸ］ＢＧ  /［ＮＯＸ］Ｔ）

0.630 

ここで、 

［ＮＯＸ］ ：対象道路寄与分の窒素酸化物濃度［ppm］ 

［ＮＯ2］ ：対象道路寄与分の二酸化窒素濃度［ppm］ 

［ＮＯＸ］ＢＧ ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度［ppm］ 

［ＮＯＸ］Ｔ ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度と対象道路 

寄与分の合計値［ppm］ 

（［ＮＯＸ］Ｔ＝［ＮＯＸ］＋［ＮＯＸ］ＢＧ ） 

なお、この式は、1987 年～1996 年（10 年間）の全国における一般環境大気測定局

（以下「一般局」という。）及び自動車排出ガス測定局（以下「自排局」という。）

の年平均値を用い、自排局の値から、その自排局と同一市町村内にある全ての一般

局の平均値を差し引き、道路の影響と考えられる窒素酸化物及び二酸化窒素の濃度

を算出したのち、最小二乗法によりパラメータを求めて設定したものである。 

また、予測対象区域において、二酸化窒素への変換に用いる窒素酸化物のバック

グラウンド濃度（廃棄物運搬車両を含む。）は、主要地方道大林井原線(No.1 地点)

が現況調査結果(No.A 地点)の平均値（0.010ppm）、ゆずりは農道（No.2 地点及び No.3

地点）が現況調査結果(No.B 地点)の平均値（0.021ppm）を用いた。 

 

（ｹ）年平均値から日平均値の年間 98％値及び年間２％除外値への変換 

年平均値から日平均値の年間 98％値及び年間２％除外値の換算式は、表 7-1-13 に

示すとおりである。 

この換算式は、1987 年～1996 年（10 年間）の全国の一般局及び自排局の年平均値

と年間 98％値（又は年間２％除外値）のデータを用いて、自排局の年平均値からそ

の自排局と同一市町村内にあるすべての一般局の年平均値の平均（バックグラウン

ド濃度の年平均値）を差し引いた道路の影響と考えられる年平均値を計算し、これ

らを変数として最小二乗法により換算式のパラメータを設定したものである。 
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表 7-1-13   年平均値の年間 98％値又は年間２％除外値への換算式 

項目 換算式 

二酸化窒素 

〔年間 98％値〕＝ａ([ＮＯ2]BG＋[ＮＯ2]R )＋ｂ 

ａ＝1.12＋0.58・exp(－[ＮＯ2]R／([ＮＯ2]BG) 

ｂ＝0.0112－0.0049・exp(－[ＮＯ2]R／([ＮＯ2]BG) 

浮遊粒子状物質 

〔年間 2％除外値〕＝ａ([ＳＰＭ]BG＋[ＳＰＭ]R )＋ｂ 

ａ＝1.87＋0.86・exp(－[ＳＰＭ]R／([ＳＰＭ]BG) 

ｂ＝0.0081－0.0174・exp(－[ＳＰＭ]R／([ＳＰＭ]BG) 

注） [ＮＯ2]R ：道路寄与の二酸化窒素年平均値（ppm） 

[ＮＯ2]BG ：バックグラウンドは、主要地方道大林井原線(No.1 地点)が現況調査結果

(No.A 地点)の平均値（0.006ppm）、ゆずりは農道(No.2 地点及び No.3 地点)

が現況調査結果(No.B 地点)の平均値（0.011ppm） 

[ＳＰＭ]R ：道路寄与の浮遊粒子状物質年平均値（mg/m3） 

[ＳＰＭ]BG ：バックグラウンドは、主要地方道大林井原線(No.1 地点)が現況調査結果

(No.A 地点)の平均値（0.019ppm）、ゆずりは農道(No.2 地点及び No.3 地点)

が現況調査結果(No.B 地点)の平均値（0.024ppm） 

 

 

オ 予測結果 

（ｱ）二酸化窒素 

廃棄物運搬車両の走行に伴う二酸化窒素の予測結果は、表 7-1-14 に示すとおりで

ある。 

自動車交通による発生濃度にバックグラウンド濃度を加えた年平均値を日平均値

の年間 98％値に換算すると、0.018ppm～0.026ppm となり、環境基準値を下回ると予

測される。 

 

表 7-1-14 二酸化窒素の予測結果等 

〔単位：ppm〕 

年平均値 
予測対象 

区域 

予測

高さ
自動車交通による 

発生濃度 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度 

合計 

濃度 

日平均値の 

年間 98％値 
環境基準 

主要地方道 

大林井原線 

No.1 

0.00052 0.006 0.0065 0.018 

ゆずりは農道 

No.2 
0.00089 0.012 0.026 

ゆずりは農道 

No.3 

1.5m

0.00090 

0.011 

0.012 0.026 

1時間値の 1日平均

値が 0.04ppm から

0.06ppm までのｿﾞｰ

ﾝ内、又はそれ以下

であること。 

注）表中の予測値は、道路端における値である。 

 

 

（ｲ）浮遊粒子状物質 

廃棄物運搬車両の走行に伴う浮遊粒子状物質の予測結果は、表 7-1-15 に示すとお

りである。 

自動車交通による発生濃度にバックグラウンド濃度を加えた年平均値を日平均値

の年間２％除外値に換算すると、0.043mg/m3～0.057mg/m3となり、環境基準値を下回

ると予測される。 
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表 7-1-15  浮遊粒子状物質の予測結果等 

〔単位：mg/m3〕 

年 平 均 値 
予測対象 

区域 

予測

高さ
自動車交通による 

発生濃度 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度 
合計濃度 

日平均値 

の年間 

2％除外値 

環境基準 

主要地方道 

大林井原線 

No.1 

0.0001 0.019 0.019 0.043 

ゆずりは農道 

No.2 
0.0002 0.024 0.057 

ゆずりは農道 

No.3 

1.5m

0.0002 

0.024 

0.024 0.057 

1時間値の 1日平均

値が 0.10mg/m3 以

下であること。 

注）表中の予測値は、道路端における値である。 

 

 

カ 環境保全措置の検討 

廃棄物運搬車両の走行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質については、予測結果

のとおり、環境基準値を下回ると予測されることから、環境への影響は小さいと判断

されるが、環境への影響を可能な限り低減させるため、環境保全措置について検討し

た結果、廃棄物搬入業者が以下の環境保全措置を実施することとした。環境保全措置

の効果は、事業者が廃棄物搬入業者に十分教育をすることで、廃棄物運搬車両の走行

に伴い発生する排出ガスの抑制が期待されると考えられる。 

また、環境保全措置の実施に伴い生じるおそれのある新たな環境影響はないと考え

られる。 

 

【環境保全措置】 

・廃棄物搬入業者は、廃棄物運搬車両の整備･点検を徹底し、整備不良に伴う大気汚

染物質の発生を避ける。 

・廃棄物搬入業者は、廃棄物運搬車両の走行において、急発進，空ぶかしを避け適

正運転を実施する。 

・廃棄物搬入業者は、廃棄物運搬車両の走行において、走行速度，適正積載の遵守

とともに、民家周辺を通過する際は徐行を励行し大気汚染物質の発生を抑制する。 

 

キ 評価 

廃棄物運搬車両の走行に伴う排出ガスの影響について、年間の平均的な濃度を予測

した結果、一般交通車両の自然増加分による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質を加えて

も、環境基準値を下回ると予測されることから、沿道周辺の環境への影響は小さいと

判断される。 

また、廃棄物搬入業者は環境保全措置を現在と同様に実施することから、環境への

影響は可能な限り低減されると考えられる。 
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